
様式第１ 
 

ばい煙発生施設設置（使用、変更）届出書 

 
平成２８年１１月３０日  

 
○○保健所長 殿 

 
郵便番号 (●●●–●●●●）      

那覇市泉崎 1 丁目○－○    

届出者 株式会社○○○○   

代表取締役 ○○ ○○    印 
電話番号(●●●-●●●-●●●●)  

（氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名） 
 
 大気汚染防止法第６条第１項（第７条第１項、第８条第１項）の規定により、ばい煙発生施設につい

て、次のとおり届け出ます。 

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 ○○工場 沖縄支店 ※ 整 理 番 号  

工 場 又 は 事 業 場 の 所 在 地 沖縄県○○市○○ 

※ 受 理 年 月 日  
年  月  日 

ば い 煙 発 生 施 設 の 種 類 1の項 ボイラー１基 ※ 施 設 番 号  

ば い 煙 発 生 施 設 の 構 造 別紙１のとおり。 ※ 審 査 結 果  

ばい煙発生施設の使用の方法 別紙２のとおり。 ※ 備   考  

ば い 煙 の 処 理 の 方 法 別紙３のとおり。 連  絡  先  

備考 １ ばい煙発生施設の種類の欄には、大気汚染防止法施行令別表第１に掲げる項番号及び名称を記載すること。 
      ２ ※印の欄には、記載しないこと。 
      ３ 変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。 
      ４ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。 
      ５ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあってはその代

表者の氏名）が署名することができる。 

該当するもの以外を二重取り消し線 

提出日 
（設置、変更：届出後、60 日を経過後に設置等可） 

（使用：施設となった日から 30 日以内） 

提出先の保健所長 

大気汚染防止法施行令別表１

に記載されている項番号及び

施設名を記入する。 



 
別 紙 １  

ばい煙発生施設の構造  

 

工場又は事業場における施設番号 １号ボイラー  

名 称 及 び 型 式 ○○製ボイラー ○○型  

設 置 年 月 日 年   月   日  年   月   日  

着 手 予 定 年 月 日 平成２９年２月１日 年   月   日  

使 用 開 始 予 定 年 月 日 平成２９年２月８日 年   月   日  

 
 
 
規 
 
 
 
 
 
 
模 

伝 熱 面 積 （ ㎡ ） 13.5 ㎡  

燃料の燃焼能力 (重油換算Ｌ /ｈ ) 85.9 L／h  

原 料 の 処 理 能 力 （ ｔ / ｈ ）   

火格子面積又は羽口面断面積（㎡）   

変圧器の定格容量（ＫＶＡ）   

触媒に付着する炭素の燃焼能力 
（ｋｇ／ｈ） 

  

焼 却 能 力 （ ㎏ ／ ｈ ）   

乾 燥 施 設 の 容 量 （ ㎥ ）   

電 流 容 量 （ Ｋ Ａ ）   

ポ ン プ の 動 力 （ Ｋ Ｗ ）   

合成・漂白・濃縮能力（㎏／ｈ）   

備考 1   設 置 届 出 の 場 合 に は 着 手 予 定 年 月 日 及 び 使 用 開 始 予 定 年 月 日 の 欄 に 、 使 用 届 出  
場 合 に は 設 置 年 月 日 の 欄 に 、 変 更 届 出 の 場 合 に は 設 置 年 月 日 、 着 手 予 定 年 月 日 及  
使 用 開 始 予 定 年 月 日 の 欄 に 、 そ れ ぞ れ 記 載 す る こ と 。  

2  規 模 の 欄 に は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 令 別 表 第 1 の 中 欄 に 掲 げ る 施 設 の 当 該 下 欄  
規 定 す る 項 目 に つ い て 記 載 す る こ と 。  

3  ば い 煙 発 生 施 設 の 構 造 概 要 図 を 添 付 す る こ と 。 概 要 図 は 、 主 要 寸 法 を 記 入 し 、  
本 工 業 規 格 A 4 の 大 き さ に 縮 小 し た も の 又 は 既 存 図 面 等 を 用 い る こ と 。  

事業場での施設番号 
なければ、通し番号 

該当する施設の規模を記入 

項 施設の種類 規模種類
1 ボイラー 伝熱面積、バーナーの燃焼能力

2 ガス発生炉・加熱炉
石炭又はコークスの処理能力、バーナーの
燃焼能力

3 焙焼炉・焼結炉・煆焼炉

4 溶鉱炉・転炉・平炉

5 金属溶融炉

6 金属加熱炉

7 石油加熱炉

8 触媒再生塔 炭素の焼却能力
8-2 燃焼炉 バーナーの燃焼能力
9 焼成炉・溶融炉

10 反応炉・直火炉

11 乾燥炉

12 電気炉 変圧器の定格容量
13 廃棄物焼却炉 火格子面積、焼却能力

14
焙焼炉・焼結炉・溶鉱炉・転炉・
溶解炉・乾燥炉

原料の処理能力、火格子面積、羽口面断
面積、バーナーの燃焼能力

15 乾燥施設 容量
16 塩素急速冷却施設

17 溶解槽

18 反応炉 バーナーの燃焼能力
19 塩素反応施設 塩素等処理能力
20 電解炉 電流容量

反応・濃縮施設

焼成炉・溶解炉

22 凝縮・吸収施設蒸溜施設 伝熱面積、ポンプの動力

23 反応施設・乾燥炉焼成炉
原料の処理能力、火格子面積、バーナー
の燃焼能力

24 鉛溶解炉

25 溶解炉

26
溶解炉・反射炉・反応炉・乾燥施
設

容量、バーナーの燃焼能力、変圧器の定
格容量

27 吸収施設・漂白施設・濃縮施設 硝酸を合成し、漂白し、又は濃縮する能力
28 コークス炉 原料の処理能力
29 ガスタービン

30 ディーゼル機関

31 ガス機関

32 ガソリン機関

バーナーの燃焼能力、変圧器の定格容量

燃料の燃焼能力

原料の処理能力

火格子面積、羽口面断面積、バーナーの
燃焼能力、変圧器の定格容量

火格子面積、バーナーの燃焼能力、変圧
器の定格容量

塩素等の処理能力

21
燐（りん）鉱石の処理能力、バーナーの燃
焼能力、変圧器の定格容量



別 紙 ２  

ばい煙発生施設の使用の方法 

工場又は事業場における施設番号                  １号ボイラー  
 
使 用 状 況  

1日 の 使 用 時 間 及 び月  
使  用  日  数  等  

8 時～20 時 
12 時間/1 回 1回/日 30 日/月 

   時～     時  
時間/   

回/   
日/      

回    日   月 

季節変動             なし  
原材料    

（ ば い 煙 の

発 生 に 影 響

の あ る も の

に 限 る 。）  

種類                
使 用 割 合            

  
  

原材料中の成分割合            い お う 分  

カドミウム分 
鉛  分  
弗 素 分  

い お う 分  

カドミウム分 
鉛  分  
弗 素 分  

l 日の使用量              

燃料又 
 

は電力     

種類 Ａ重油  
燃 料 中 の 成 分 割 合         

（％） 
灰 分  
0 .00 

いおう分 

0.10 

窒素分 
0.00 

灰 分  いおう分 窒素分 

発熱量 46000ｋ」/㎥Ｎ  
通常の使用量 85.9 L／h  
混焼割合 専燃  

排出ガス量(m3N/h) 
湿 り  最 大 1 6 0 0  通 常 1 2 5 0  最 大  通 常  
乾き 最 大 1 3 5 0  通 常 1 1 0 0  最 大  通 常  

排 出 ガ ス 温 度（℃） ２２０  
排出ガス中の酸素濃度（％） ４  

ばい煙 
 

の濃度 

ばいじん (g/m3N) 最 大 0.15  通 常 0.15  最 大  通 常  
いおう酸化物 (容量比ppm) 最 大  通 常  最 大  通 常  

ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 (mg/m3N) 最 大  通 常  最 大  通 常  
塩素 (mg/m3N) 最 大  通 常  最 大  通 常  
塩化水素 (mg/m3N) 最 大  通 常  最 大  通 常  
弗素弗化水素及び弗

化珪素 
(mg/m3N) 最 大  通 常  最 大  通 常  

鉛及びその化合物 (mg/m3N) 最 大  通 常  最 大  通 常  
窒素酸化物 (容量比ppm) 最 大 180  通 常 180  最 大  通 常  

ばい煙量 いおう酸化物 (m3N/h) 最 大 0.04  通 常 0.04  最 大  通 常  
参考事項  
備 考  １  原 材 料 中 の 成 分 割 合 （ ％ ） の 欄 及 び 燃 料 中 の 成 分 合 割 （ ％ ） の 欄 の 記 載 に あ た

っ て は 、 重 量 比 ％ 又 は 容 量 比 ％ の 別 を 明 ら か に す る こ と 。  
２ ば い 煙 の 濃 度 は 、 乾 き ガ ス 中 の 濃 度 と す る こ と 。  
３ ぱ い 煙 の 濃 度 は 、 ば い 煙 処 理 施 設 が あ る 場 合 は 、 処 理 後 の 濃 度 と す る こ と 。  
４ 参 考 事 項 の 欄 に は 、ば い 煙 の 排 出 状 況 に 著 し い 変 動 の あ る 施 設 に つ い て の 一 工 程

中 の 排 出 量 の 変 動 の 状 況 、窒 素 酸 化 物 の 発 生 抑 制 の た め に 採 っ て い る 方 法 等 を 記 載

す る ほ か 、ガ ス タ ー ビ ン 、デ ィ ー ゼ ル 機 関 、ガ ス 機 関 又 は ガ ソ リ ン 機 関 に つ い て は 、

常 用 又 は 非 常 用 （ 専 ら 非 常 時 に お い て 用 い ら れ る も の を い う 。） の 別 を 明 ら か に す

る こ と 。  

原材料を燃や

す場合記入。 

事業場での施設番号 
なければ、通し番号 

メーカーから示さ

れた数値や算定に

より記入。 



別紙３ 

ば い 煙 処 理 の 方 法 
処 理 施 設 の 工 場 

又は事業所における施設番号 一号煙突  

処 理 に 係 る ば い 煙 発 生 施 設 の 工 場  
又は事業所における施設番号 1 号ボイラー  

ばい煙処理施設の種類、名称及び型式    
設 置 年 月 日 平成○年○月○日 年  月  日 
着 手 予 定 年 月 日 年  月  日 年  月  日 
使 用 開 始 予 定 年 月 日 年  月  日 年  月  日 

処 
 

 
 
 
 

 

理 
 
 

 
 
 
 

 
 

能 
 
 

 
 

 
 

力 

排 出 ガ ス 量 
   （m3N/h） 

最 大 1 600  
通 常 1 250  

排 出 ガ ス 温 度 （ ℃ ） 処 理 前 220  
処 理 後 220  

ば 
 

い 
 

煙 
 

の 
 

濃 
 

度 

ば い じ ん 
   （g/m3N) 

処 理 前 0.15  
処 理 後 0.15  

い お う 酸 化 物 
  （容量比 ppm）  

処 理 前   
処 理 後   

カ ド ミ ウ ム 及 び 
その化合物(mg/m3N) 

処 理 前   
処 理 後   

塩 素 
    (mg/m3N) 

処 理 前   
処 理 後   

塩 化 水 素 
    (mg/m3N) 

処 理 前   
処 理 後   

弗素、弗化水素及び  
弗化珪素(mg/m3N) 

処 理 前   
処 理 後   

鉛及びその化合物 
    (mg/m3N) 

処 理 前   
処 理 後   

窒 素 酸 化 物 
   (容量比 ppm) 

処 理 前 180  
処 理 後 180  

ば

い

煙

量 

い お う 酸 化 物 
   (m3N/h) 

最

大 
処理前 0.0499  
処理後 0.0499  

通

常 
処理前 0.0499  
処理後 0.0499  

捕

集

効

率

(%) 

ば い じ ん   
い お う 酸 化 物   
カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物   
塩 素   
塩 化 水 素   
弗素、弗化水素及び弗化珪素   
鉛 及 び そ の 化 合 物   
窒 素 酸 化 物   

使 用 
状 況 

１ 日 の 使 用 時 間 
及 び 月 使 用 日 数 等 

8 時～20 時 
12 時間/1 回 1回/日 30 日/月 

時～   時 
時間/回  回/日  日/月 

季 節 変 動 なし  
排 出 口 の 実 高 さ H o （ m ） 10.31（0.51Φ）  
補 正 さ れ た 排 出 口 の 高 さ H e（ m）  10.31（笠有り）  
排 出 速 度 ( m / s )       0.9  

備考  １ 設 置 届 出 の 場 合 に は 着 手 予 定 年 月 日 及 び 使 用 開 始 予 定 年 月 日 の 欄 に 、 使 用 届 出 の
場 合 に は 設 置 年 月 日 の 欄 に 、変 更 届 出 の 場 合 に は 設 置 年 月 日 、着 手 予 定 年 月 日 及 び
使 用 開 始 予 定 年 月 日 の 欄 に 、 そ れ ぞ れ 記 載 す る こ と 。  

２ ば い 煙 の 濃 度 は 、 乾 き ガ ス 中 の 濃 度 と す る こ と 。           
３ 補 正 さ れ た 排 出 口 の 高 さ H e は 、 大 気 汚 染 防 止 法 施 行 規 則 第 3 条 第 2 項 の 算 式 に
よ り 算 定 す る こ と 。  

４ ば い 煙 処 理 施 設 の 構 造 図 と そ の 主 要 寸 法 を 記 入 し た 概 要 図 を 添 附 す る こ と 。  
 
 

事業場での施設番号 
なければ、通し番号 

該当する方法を記入 

煙突の口径、笠の有無

排出速度を記入。 



添付書類 

様式第１  
・付近の見取り図及び所在地を示す縮尺５万分の１の地形図  
・事業場内における施設の配置図  
・ばい煙発生施設の設置位置がわかる見取り図  
・緊急連絡用の電話番号その他緊急時における連絡方法  

 
別紙１  
・ばい煙発生施設の構造図、操業の系統図（ボイラー等の使用方法がわかる物）  

 
別紙２  
・使用する燃料の性状がわかる物。  
・ばい煙濃度の数値の根拠となるデータの写し  
・ばい煙濃度の計算式  

 
別紙３  
・ばい煙処理施設の設置位置がわかる見取り図  
・ばい煙処理施設の構造図（煙突の高さ、口径、ばい煙測定口の位置がわかる物）  
・ばい煙処理施設（煙突を除く）の処理能力が分かる資料（カタログ、計算式等）  

 


